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災害発生日時　　　　　　　　　　　　

被 部門 工事協力会社 雇用形態 正社員　、派遣、契約、その他（協力会社社員　

災 年齢 　３３歳 性別：　男　　女 勤続年数 １５年 経験年数 １５年

者 傷病名

傷病部位

足場組み立て作業において、手すり用鋼管 状況概略（写真orイラスト） 　　　　　

災 を設置するため、手には何も持っていない　　　　　

害

発

生

状

況

災害の型※１） 1墜落・転落 作業の形態：定常、非定常、その他（　　　　　）

起因物： 高所作業（３．２ｍ） 特記事項

原 1.人的要因(man)

因 2.物に関する要因（machine）

分 3.環境要因（media)

類 4.管理的要因（management)

対

策

※

対策分類※2)
：１－４、１－６

類似箇所の摘出：

備 高所作業について規則を改定し各工場に水平展開を図る予定。

考

※１）
①から選択

※２）
②から選択（複数可）

日塗工
整理№

災害区分

災害発生場所

　　　　　不休災害　　　　　　　　　　　○休業災害　(休業：１日）　　

　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

　2018年　　４月１２日（木）　１３時　３０分　　　天候（　晴れ　）　温度（　　　℃）湿度（　　％）

高所作業の特別教育がなされていなかった。作業手順が教育されていなかっ

発生会社　事業所

病名　（・右手関節脱臼骨折・右眼窩吹き抜け骨折   ）　　

右手首、顔面　右目下

製造所南側　冷温水タンクの東側　

対策についてはまだ工場サイドと調整中であり確定ではありません。

２．親綱を張り安全帯を付ける等の落下防止措置を行ってから作業を行うように徹底

３．作業資格の確認を行う。

状態で作業床を移動中に、高さ：３．２ｍの

作業床から落下した。

配管工で足場組み立ての専門家ではなかった。

親綱等の墜落防止措置がなされていなかった。

３．２ｍの高所。手すりが無い場所を移動。

１．協力会社社員への入講者教育の徹底




